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論　文　内　容　要　旨
〔目　的〕
N－aCety1－β一glucosaminidase（NAG）は、1ysosomesの標識酵素のひとっでありglycosomin
oglycans（GAG）の分解を司る。妊娠時母体血中NAG活性は、妊娠週数とともに上昇するこ
とが知られている。NAGの由来およびその役割について検討する目的で、分娩時の血中NAG
の活性変化と絨毛膜、脱落膜、半膜中での酵素活性の変化を検討した。
〔方　法〕
非妊婦27例、妊娠5－41週の正常経過妊婦、産後3日目の正常産梶婦人12例より、血液を得
た。血液は採血後直ちに血発分離し、20℃に保存し、1週間以内に測定した。絨毛膜、脱落膜、
および羊膜は、陣痛未発来の前回帝王切開例20例および陣痛発来後の帝王切開例24例の合併症
のない妊婦より得られた。それぞれの組織は湿重量を測定後9倍量の0．25Msucro－Se中で、Pol
ytronhomogenizerを用いてhomogenizeL、粗核分画を除いた後上清を10000G、20分間遠心
し、この上清を試料とした。NAG活性の測定は、NAGテスト・シオノギのkitを用い、0－time
blankをもって対照とした。Standardcurveは、Sigma社製の標準NAGで作成した。
〔結　果〕
血中NAG活性は、妊娠5過よりすでに非妊時より有意に高く妊娠過数の増加とともに妊娠37
週まで上昇した。妊娠38週以降は有意の上昇は見られず、その後陣痛発来以後、急激に再上昇
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した。一方、組織申NAG活性は、脱落膜および羊膜中で陣痛発釆後は、陣痛発来前に比べ有意
に低下したが、絨毛膜中では、変化が見られなかった。
〔考　察〕
以上の結果から母体血中NAGは、脱落膜および羊膜から母体血中に放出されるものと考えら
れた。子宮脱落膜量は羊膜量に比べはるかに大きく、この事から脱落膜が血中NAGの主なorigin
と解釈される。分娩時の子宮頸管拡大時には、細胞間質のhyaluronicacidの増加およびdermatan
sulfate、Chondroitinsulfateの減少などGAGの変化が見られ、このことが頸管軟化現象の一
因と考えられている。dermatansulfate、Chon“droitinsulfateはNAGの基質となることが報告
されており、このことからNAGは頸管軟化現象と関係があるものと推測された。
5）結論　妊娠時母体血中NAGは、主として脱落膜から分泌され子宮頸管軟化現象と関わりが
あるものと推測された。
学位論文審査の結果の要旨
本論文は、妊娠分娩時の子宮胎盤組織中のlysosomesと妊娠・分娩現象との関連を追求する
目的でN－aCetyl－β一glucosaminidase（NAG）を桔梗として血中および組織中での活性の変動を
検討したものであり、次の結果を得た。
1．正常妊娠時母体血中NAG活性は妊娠過数と共に上昇し、妊娠36～37週でplateauに達し、
妊娠4～5週の約7～8倍の値となった。
2．自然陣痛発釆3～4日前に、NAG活性の急激な再上昇が認められたが、自然陣痛が発来せ
ず分娩誘発を受けた婦人ではこのような分娩に先立っ上昇は認められなかった。
3．前回帝王切開の既往のため、今回も帝王切開を受けた妊婦より得られた絨毛膜・洋膜・脱落
膜では、自然陣痛発来前の症例に比べ、陣痛発来後では羊膜および脱落膜中では活性は有意に
低下したが、絨毛膜の活性には変化が認められなかった。
以上の成績から、第1に分娩前に急激に増加する母体血中NAG活性は羊膜・脱落膜で減少す
ることから、羊膜および脱落膜に由来すると考えられること。また、脱落膜は羊膜に比べ、はる
かに重量比で大きいことから主として脱落膜に由来するものと推論している。
第2にNAGは、Collagenとともに問質の主成分であるGlucosaminoglycans（GAGs）の分
解を司り、dermatansulfate・Chondroitinsulfateなど組織のrigidityを維持していると考え
られているGAGsに強い活性を示すことが知られているが、分娩時の子宮頸管軟化現象にとも
ない、局所においてGAGsの成分に急激な変化が起こり、hyaluronicacidの増加とdermatan
sulfate・Chondroitinsulfateが減少することから、分娩3－4日前に急激に増加してくるNAG
は、dermatansulfate・Chondroitinsulfateを分解しして子宮頸部の軟化を促進される効果を
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持つものと考察を加えている。
以上の結果は、現在まで不明であった脱落膜lysosomesの妊娠・分娩に対する役割を明らか
にしたものである。よって本研究は学位論文として価値あるものと認める。
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